
人
権
▼

人
権
擁
護
委
員

伊
藤
敬
一(

雄
和)

笹
村
淳
子(

将
軍
野)

澤
口
龍
文(

川
元)

田
中
伸
一(

大
町)

交
通
安
全
▼

交
通
指
導
隊
員

北
林
宣
德(

横
森)

大
友
良
夫(

茨
島)

根
元
雅
民(

茨
島)

自
治
振
興
▼

町
内
会
長

佐
渡
敬
一(

中
通)

波
多
野
達
雄(

楢
山)

嵯
峨
賢(

保
戸
野)

佐
藤
信
康(

保
戸
野)

森
川
茂(

大
町)

松
田
幸
雄(

旭
南)

柏
谷
　
夫(

茨
島)

櫻
田
元
宏(

牛
島)

堀
井
伸
一(

旭
川)

久
保
市
良
悦(

泉)
新
岡
巖(

寺
内)

奥
村
紀
男(

将
軍
野)

山
田
昇(
将
軍
野)

佐
藤
重
博(
上
新
城)

渡
邉
達
夫(

上
新
城)

白
岩
和
弘(

上
新
城)

鎌
田
美
子
雄(

上
新
城)

金
山
明
美(

御
野
場)

安
田
泰
公(

金
足)

田
口
和
春(

河
辺)

高
橋
善
孝(

河
辺)

豊
島
金
秀(

河
辺)

鈴
木
哲(

河
辺)

酒
井
俊
一(

雄
和)

松
山
明(

雄
和)

  

社
会
福
祉
▼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

廣
田
伴
三
郎(

新
屋)

白
ゆ
り
会

民
生
委
員･

児
童
委
員

     田
中
安(

旭
北)

渡
邉
静(

浜
田)

三
浦
正
成(

金
足)

野
口
い
ね
子(

桜)

米
野
壽
子(

保
戸
野)

菅
原
英
幸(

広
面)

渡
邊
セ
ツ
子(

太
平)

飯
塚
均(

下
北
手)

相
原
彰
子(

浜
田)

武
藤
芳(

豊
岩)

池
田
ま
つ
子(

仁
井
田)

荒
川
淳
子(

飯
島)

安
藤
美
保
子(

浜
田)

加
藤
薫(

上
北
手)

田
口
忠
次(

河
辺)

佐
藤

紀
男(

勝
平)

長
谷
川
武
司(

下
北
手)

船
木
千
喜
子(

八
橋)

高
橋
優
子(

旭
南)

佐

勝
郎(

飯
島)

大
山
峯
雄(

河
辺)

鈴
木
啓
子(

明
徳)

神
谷
薫(
四
ツ
小
屋)

見
上
定
夫(
東)

八
嶋
昭
康(

寺
内)

佐
々
木
直
子(

新
屋)

加
賀
谷
精
治(

四
ツ
小
屋)

森
本
讀
春(

新
屋)

伊
藤

子(

保
戸
野)

保
健･

医
療
▼

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長

加
賀
谷
節
子(

土
崎
港)

日
髙
ミ
ヨ(

土
崎
港)

加
藤
清
枝(

仁
井
田)

木
村
要
子(

太
平)

藤
原
清(

御
野
場)

渡
久
孝(

楢
山)

原
田
ユ
キ(

下
北
手)

千
葉
秀
男(

下
新
城)

其
田
甫
郎(

寺
内)

髙
橋
弘
子(

横
森)

救
急
医
療

門
脇
謙(

楢
山)

環
境
▼

審
議
会
委
員

杉
山
秀
樹(

新
藤
田)

産
業
振
興
▼

商
業
振
興

舛
谷
昇
平(

保
戸
野)

菅
原
弘
夫(

大
住)

石
川
善
春(

仁
井
田)

篤
志(

大
町)

藤
田
幸
雄(

仁
井
田)

林
公
輝(

横
森)

山
林
看
守
人

佐
藤
傳
司(

下
浜)

林
道
管
理
責
任
者

熊
谷
昭
男(

上
新
城)

教
育･

文
化
▼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

夏
井
勇(

土
崎
港)

青
少
年
育
成

佐
藤
宗
春(

山
王)

谷
岡
と
し
え(

泉)

佐
藤
富
子(

泉)

土
田
早
苗(

寺
内)

深
井
鈴
美(

将
軍
野)

北
嶋
一
美(

飯
島)

伊
藤
茂
樹(

土
崎
港)

田
近
サ
ト
子(

仁
井
田)

宇
佐
美
美
保(

飯
島)

渡
邊
裕
子(

飯
島)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人

西
川
寿
子(

大
平
台)

佐
藤
美
和
子(

牛
島)

坪
川
幸
子(

飯
島)

都
市
整
備
▼

審
議
会
委
員

折
田
仁
典(

飯
島)

金
子
健
三(

保
戸
野)

井
上
正
鉄(

桜
ガ
丘)

加
藤
一
成(

東
通)

半
田
和
彦(

保
戸
野)

小
林
晴
樹(

手
形)

選
挙
▼

明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
委
員

根
田
貞
子(

高
陽)

谷
村
重
子(

手
形)

消
防･

防
災
▼

自
主
防
災
組
織

稗
田
南
町
内
会
自
主
防
災
隊

女
米
木
自
治
会
自
主
防
災
隊

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

◆
功
労
者
を
表
彰

市
勢
発
展
へ
の
貢
献
を
称た

た

え
て

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

で
す
。
明
治
22
年
７
月
12
日
の
秋
田
市
役

所
開
庁
に
ち
な
ん
で
昭
和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
左
記
の
日

程
で
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、
市
勢
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
107
人
、
３
団
体

を
表
彰
し
ま
す
。
総
務
課
☎(

８
６
６)

２
０
０
７

バ
ス
事
業
者
の
代
表
と
し
て
本
市
高
齢
者
コ
イ

ン
バ
ス
事
業
に
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
秋
田
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
、
本
市
の
公

益
お
よ
び
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

渡わ
た

邉な
べ

靖や
す

彦ひ
こ

さ
ん(

五
城
目
町)

秋
田
市
監
査
委
員
と
し
て
財
務
管
理
に
関
す
る

識
見
を
基
に
、
本
市
の
財
務
事
務
の
適
正
化
を
図

る
と
と
も
に
、
公
正
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の

確
保
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

髙た
か

井い

宏こ
う

司じ

秋
田
市
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
農
業
政
策

へ
の
建
議･

要
望
の
提
出
と
農
地
転
用
な
ど
に
対

す
る
助
言･

指
導
を
行
う
な
ど
、
適
正
な
農
地
行

政
の
執
行
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

熊く
ま

谷が
い

清き
よ

勝か
つ

７
月
11
日
(金)
午
前
10
時
30
分
〜
　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

記
念
日
式
典

一般表彰(敬称略)

功労者表彰

さ
ん(

山
王)

さ
ん(

仁
井
田)

８

英

＊（　）内は住所。民生委員・児童委員は担当地区名。



７月12日(土)に
次の６施設を
無料開放します

◆
大
森
山
動
物
園
☎(

８
２
８)

５
５
０
８

◆
赤
れ
ん
が
郷
土
館
☎(

８
６
４)

６
８
５
１

◆
民
俗
芸
能
伝
承
館
☎(

８
６
６)

７
０
９
１

◆
旧
金
子
家
住
宅
☎(

８
６
６)

７
０
９
１

◆
久
保
田
城
御
隅
櫓
☎(

８
３
２)

１
２
９
８

◆
旧
黒
澤
家
住
宅
☎(

８
３
１)

０
２
８
５

７
月
13
日
(日)
は
ク
ア

ド
ー
ム
ザ･

ブ
ー
ン

の
入
館
料
が
半
額
！

◆
ザ･

ブ
ー
ン
☎(

８
２
７)

２
３
０
１

大
人
255
円
／
中･

高
校
生
205
円
／

３
歳
〜
小
学
生
150
円
／
３
歳
未
満
は
無
料

７
月
13
日
(日)
の
入
館
料(

半
額
後)

＊
民
俗
芸
能
伝
承
館
の
貸
出
施
設
は
有
料
で
す
。

＊
佐
竹
史
料
館
は
臨
時
休
館(

３
ペ
ー
ジ
参
照)

。

＊
千
秋
美
術
館
は
企
画
展
開
催(

６
ペ
ー
ジ
参
照)

の

た
め
、
入
館
料
が
必
要
で
す
。

旧黒澤家住宅

７
月
５
日
(土)
か
ら
は
屋
外
25

プ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
！
夏
先
取
り
だ
ね
！

市
の
記
念
日
に
ち
な
ん
で

市
の
記
念
日
に
ち
な
ん
で

カ
メ
ラ
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
７
日

各町内の鹿嶋船が順番に新屋日吉神社に集まりました

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、

大
に
ぎ
わ
い
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

仁井田地区では、梅雨の晴れ間に｢第
18回あきた大蕗まつり｣が開催されまし
た。民謡の手踊りや仁井田小児童による
蕗刈りのほか、蕗せんべいや蕗アイスの
試食なども行われ、地元特産物の大蕗を
囲んで地域のみなさんがふれあいました。

公立美術大の学生も参加！ おいし～、冷たい湧き水

仁井田中央会館広場で手踊りなどを披露

あ
き
た
大
蕗
ま
つ
り
６
月
14
日

あ
き
た
観
光
レ
デ
ィ
ー

蕗
刈
り
撮
影
会

季
節
の
風
物
詩
と
な
っ
た
撮
影
会
。
モ
デ
ル
を
務
め
た
の

は
、
今
年
あ
き
た
観
光
レ
デ
ィ
ー
に
就
任
し
た
３
人

広報あきた　平成26年７月４日号９

地域の伝統行事｢新屋鹿嶋祭｣。今年も、
手製の船に鹿嶋人形を乗せ、子どもたち
が綱を引き、町内を練り歩きました。
これに合わせて、地元の酒造会社跡地

を核とした新屋地区のまちづくり促進活
動の一環として、PRイベントを初めて
開催。鹿嶋船の休憩所にもなった会場で
は、湧き水を利用した飲み物の提供やパ
ネル展示などが行われ、たくさんの人で
にぎわいました。

新屋鹿嶋祭 ６月８日

メ
ー
ト
ル


